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VR/ARを学びに活かした取組
　勝北中学校２年生を対象に、VRを活用した交通安
全教育学習をR5.3月に実施。（NTT西日本とも
連携）　今後、体育などの教科教育でのVR活用等
の取組を実施を予定。

　文化庁「子供のための文化芸術鑑賞・体験再興事業」を
活用し、東小、北小、林田小、一宮小、勝北中で、
VRを使い、万作の会（人間国宝の野村万作氏や野村
萬斎氏を中心に、狂言の公演を行う団体）による文化芸術体験学習を実施。（R5.1月）

「navima」の開発協力と導入
  東京学芸大との共同開発している凸版印刷(株)のAIドリル
「navima」へ掲載する読解力問題について、R2.7月から
東小学校が協力。
　R3年度には、これを市内各校で使用トライアルを実施。
　R4年度から市内全小中学校に、本格導入。

　東京学芸大学との主な連携事業

　NTT西日本との主な連携事業（関連企業も含む）


